
96年度夏合宿 感想

<Jヒ海道party>             <南 アルプスparty>

(行程)旭 岳一忠別岳 一化雲岳 ― 卜   (行 程)三 伏峠―荒川岳一赤石岳 一

ムラウシ山 (途中下山) 5泊 6日    聖岳一上河内岳―光岳 8泊 9日
西田 秀輝 (3回生 L)        阪本 京子 (3回生 L)

なんでロープゥェイが止 まっている    やっばり山は南アルプスです。来年は

んだ !で もそこは大自然だった。     一人で登 っているかもしれません。

後藤 秀明 (3回生  sL〉        小西 陽介 (3回生  sL〉
トムラウシ温泉はいい湯だった。     最後の夏合宿を思い残すことなく過 ご

山崎 茂雄 (2回生)           せました。北 もいいけど南 もよかった。

思 っていた以上に楽な山行だった。   前川 昌宏 (2回生 )

田村 賢司 (1回生)           さわやかな夏のアルプスを堪能できて

天気が悪かっただけに晴れたときの    よかったのだ。

展望には素晴らしいものがあった。   市山 祐司 (1回生 )

森田 義文 (1回生)           よかったと思 う。

ド快晴のとき再び北海道を訪れたい。  掛布 真司 (2回生 )

谷本 愛 (1回生)            僕 もよかったと思 う。

楽あれば苦ありの山行だった。     得田 馨理 (1回生 )

9:日 間も山で暮 らすなんて信 じられな

かったけどあっという間で楽 しかった。
<ゴヒアルプス縦断party>

[行程]`鳥帽子岳―野 口五郎岳一三俣蓮華岳一黒部五郎岳―笠ケ岳  7泊 8日
岩倉 里英子 (3回生 L)

リーダーという立場を利用 し、マイペースな山行にしてしまいました。 3度 目にし

てやっと夏合宿の楽 しさを知 りました。

上田 穣 (2回生 sL)
出発まではいろいろアクシデントはありましたが、行ってみれば晴天続 きで北アル

プスを堪能できたよい山行で した。

中野 貴巳子 (2回生〉

昨年 とはうってかわって今年の北アルプスはすばらしかったです。

長谷川 夏樹 (1回生〉

直前に変更があったものの、すばらしい天気に恵まれすばらしい山行で した。 とく
に黒部五郎周辺のカールには、花が咲き乱れ、小川が流れ、ぜひもう1度 と思 うと

ころで した。

竹内 利行 (1回生 )

天気が悪 くなくてよかった。

長井 航 (1回生 )

夏山って最高。
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<北アルプス横断party>

[行程]燕 岳 ―槍ケ岳 ―双六岳―黒部五郎岳 ―薬師岳  7泊 8日
老田 浩章 (3回生  L)

疲れたが充実 した山行であった。
/Jヽ りII 利枝 (2回生  sL)

いろんな百名山を制覇で きたのでうれ しい。 あと、高岩君がステキだった。
高岩 伸行 (2回生 )

メジャーな北アルプスの山 々に登ることがで きてよか った。
佐藤 豪一郎 (1回生 )

高岩 さんのエールを じか に見 ることができて幸せで した。

林 司 (1回生 〉

転んで痛か ったです。

行事報告 (96年度夏合宿以降 )

*利尻PW  8/11-8/12
札幌―(車中泊)―稚内一利尻島―北麓野営場メー利尻山一フェリニ乗り場
L西田 sL後藤 牧原 山崎 森田 谷本 田村
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L上田 sL金吉 三浦 老田 川本 後藤 長谷川 田村 佐藤

*中央アルプスPW  9/2-9/4
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編 集 後 記

「上級生になったら、下を動かすことを覚えにゃいかん。それ力斗評 の為にもなるんや。
自分が動いとりゃいいてもんやないんや。」

どうしても身体が先に動い
了しまう私に、日から先に生まれた男高村さんは諫めたもの

でした。それも、例のごとく無邪気な笑顔を浮かべながら。

納骨の日、五月晴の空の下、あどけないさおりちゃんに、きびきびお墓の用意をされる
千佳子さん。そして、かろうじて立ってぃる風情のお父さん。この春秋に富んだ若者達の
間にどうして息子の顔が交じっていないのか―あきらめきれぬ表情を、上の息子二人が大
学生となった今はかえって鮮明に思い出すことがあります。
他大学のWVが踏破し、問い合わせもくるというのに、何故我が金大WVに BH―自山

完全踏破の記録がないのか ?一年の合宿参加を自粛したほど決してタフとはぃぇない身体
だったのに、情熱を燃やし、かつやり遂げた人でした。その彼の墓前には、前日BHから
取ってきたキクザキィチリンソウと、これは仕方がないので花屋のク●ュリを、倉谷の水
にさして供えてもらいました。

卯辰山の彼のお墓へ行くと、彼の声が聞こえるのです。

「生きとるやないけ。生きとれιよ 言いたいこと言えるやんけ。言いたいことは言ってこ
にゃいぃヽ 、やれることはやってこにゃいかん。」

うるさい男や。こんなことにはまった何分の一か|ま えいちゃんにも責任あるんや !
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